
 

技術の完成状況 

★★☆☆☆ 
飼料用米の加工粒度とTDNの関係 

目的と特徴 
・飼料用米の加工粒度の違いが乳牛での消化性に及ぼす影響を調べました。 
・飼料用米は破砕処理機を用いて加工処理することで飼料価値を高めることができます。 
・玄米、籾米ともに加工するときの粒の大きさが乳牛の消化性に影響を及ぼします。 

連絡先：岐阜県畜産研究所 酪農研究部  tel 0573-56-2769 

成果 
・玄米、籾米ともに2mm以上の粒の割合が少なくなるにつれてデンプン消化性は向上し、 
 TDN含量は高くなります。 

無処理の籾米 
2mm以上の粒の割合100% 

加工処理した籾米 
2mm以上の粒の割合30% 

加工処理した玄米 
2mm以上の粒の割合25% 

飼料用米破砕処理機による 

飼料用米の加工処理 

 

◇ 飼料用米を破砕処理機により加工します 
 

◇ 加工は2mm以上の粒の割合を少なくします 
 

無処理の玄米 
2mm以上の粒の割合100% 

加工した飼料用米は 
 

  糞中への排出割合が 
   玄米で１６％、籾米で３８％減少 
  ＴＤＮが 
   玄米で２１％、籾米で３２％向上 
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「北陸193号」粉砕・粗挽き
玄米（粒度細、中間、粗）

「北陸193号」
 無処理玄米

「ホシアオバ」
 無処理玄米「きねふりもち」

  胴割れ玄米
 （破米率75%）

「北陸193号」
 無処理籾米

「北陸193号」
 粗挽き籾米
(加工①,②,③)

「北陸193号」
　粉砕籾米
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委託プロジェクト研究（国産飼料プロ） 
平成25年3月 農林水産省農林水産技術会議事務局研究統括官室 

普及作物・家畜、普及対象 
・飼料用米、乳牛、全国 
対象農家 
・飼料用米を給与したい大家畜農家 
必要な道具 
・飼料用米破砕処理機 
関連HP 
 
その他 
・乳牛の消化性は、飼料用米を粉砕、粗挽き、挽き割りに加工したものが対象となります。 

飼料用米の加工粒度とTDNの関係 

飼料用米の加工処理による効果 

玄米 籾米 玄米 籾米 

＊加工ありの2mm以上の粒の割合は玄米で25%、籾米で30% 

糞中への飼料用米排出割合 飼料用米のＴＤＮ含量 


